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 2 

 
 
 
 

一 
 
 

応
募
は
、
令
和
６
年
度
実
施
要
項
に
よ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

応
募
規
定
に
反
し
た
者
は
、
受
賞
後
で
も
そ
の
資
格
を
取
り
消
す
。 

 
二 

 
 

作
品
は
、
在
校
中
に
自
分
が
創
作
し
た
も
の
で
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。 

 
 
 
 

 

三 
 
 

用
紙
は
、
す
べ
て
縦
書
き
Ｂ
４
判
四
百
字
詰
め
の
原
稿
用
紙
を
使
用
す
る
（
※
各
ジ
ャ
ン
ル
と
も
、
折
ら
な
い
で
提
出
す
る
こ
と
）
。 

 
 
 
 

 

四 
 
 

ジ
ャ
ン
ル
と
作
品
数
、
枚
数
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

俳
句
は
、
一
人
三
句
を
連
記
す
る
。
一
校
で
の
応
募
数
は
、
各
々
三
十
人
以
内
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

短
歌
は
、
一
人
三
首
を
連
記
す
る
。
一
校
で
の
応
募
数
は
、
各
々
三
十
人
以
内
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

詩
は
、
一
人
二
編
以
内
。
一
校
で
の
応
募
数
は
、
二
十
編
以
内
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 

小
説
は
、
原
稿
用
紙
二
十
枚
程
度
。
一
校
で
の
応
募
数
は
、
五
編
以
内
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 

読
書
感
想
文
は
、
原
稿
用
紙
三
～
五
枚
程
度
。
一
校
で
の
応
募
数
は
、
十
編
以
内
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 

原
稿
用
紙
の
枚
数
は
、
多
す
ぎ
ず
、
少
な
す
ぎ
な
い
程
度
に
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 

 

五 
 
 

作
品
は
、
す
べ
て
自
筆
原
稿
で
あ
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
、
小
説
に
限
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
を
認
め
る
（
用
紙
は
縦
書
き
Ｂ
４
判
で
、
四
百
字
詰
め
に
す
る
こ
と
）
。 

  
 
 
 

六 
 
 

筆
記
用
具
は
、
万
年
筆
か
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
用
い
、
色
は
黒
と
す
る
。 

  
 
 
 

七 
 
 

文
字
は
、
正
し
く
て
い
ね
い
に
、
楷
書
体
で
書
く
。 

  
 
 
 

八 
 
 

原
稿
に
は
、
ジ
ャ
ン
ル
名
・
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
明
記
す
る
。 
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九 
 
 

特
殊
な
読
み
方
に
つ
い
て
は
読
み
が
な
を
ふ
る
こ
と
。 

 

十 
 
 

各
ジ
ャ
ン
ル
の
注
意
事
項
（
別
添
資
料
「
原
稿
用
紙
の
書
き
方
」
を
参
照
す
る
こ
と
） 

 
・ 

俳 
 

句 

（
一
人
三
句
を
連
記
） 

① 

校
名
は
二
行
目
に
書
く
こ
と
。 

② 

学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
は
三
行
目
に
、
下
を
二
字
あ
け
て
書
く
こ
と
。 

③ 
句
は
五
行
目
か
ら
書
く
こ
と
。 

④ 

句
ご
と
に
改
行
し
一
句
を
一
行
に
書
く
こ
と
。 

⑤ 

各
句
の
間
に
空
白
行
を
は
さ
む
こ
と
。 

 
 
 
 
 

・ 

短 
 

歌 

（
一
人
三
首
を
連
記
） 

① 

校
名
は
二
行
目
に
書
く
こ
と
。 

② 

学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
は
三
行
目
に
、
下
を
二
字
あ
け
て
書
く
こ
と
。 

③ 

歌
は
五
行
目
か
ら
書
く
こ
と
。 

④ 

歌
ご
と
に
改
行
し
一
首
を
一
行
（
書
け
な
け
れ
ば
二
行
）
に
書
く
こ
と
。 

⑤ 

各
歌
の
間
に
空
白
行
を
は
さ
む
こ
と
。 

 
 
 
 
 

・ 

詩 

（
一
人
二
編
以
内
） 

① 

ジ
ャ
ン
ル
・
校
名
は
一
行
目
に
書
く
こ
と
。 

② 

表
題
は
二
行
目
に
、
上
を
三
字
あ
け
て
書
く
こ
と
。 

③ 

学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
は
三
行
目
に
、
下
を
二
字
あ
け
て
書
く
こ
と
。 

④ 

本
文
を
五
行
目
か
ら
書
く
こ
と
。 

⑤ 

二
編
応
募
す
る
場
合
は
、
一
編
ご
と
に
用
紙
を
変
え
、
二
人
分
と
し
て
応
募
す
る
こ
と
。 
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・ 

小 
 

説
（
一
人
一
作
品
） 

① 

原
稿
用
紙
二
十
枚
程
度
と
す
る
こ
と
。 

② 

通
し
番
号
を
つ
け
、
折
ら
な
い
で
、
ホ
チ
キ
ス
で
右
上
を
と
じ
る
こ
と
。 

③ 

ジ
ャ
ン
ル
・
校
名
を
一
行
目
に
書
く
こ
と
。 

④ 

表
題
は
二
行
目
に
、
上
を
三
字
あ
け
て
書
く
こ
と
。 

⑤ 

学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
は
三
行
目
に
、
下
を
二
字
あ
け
て
書
く
こ
と
。 

⑥ 
本
文
は
五
行
目
か
ら
書
く
こ
と
。 

⑦ 
句
読
点
、
か
ぎ
か
っ
こ
な
ど
の
記
号
は
一
字
分
と
し
て
扱
う
こ
と
。 

ダ
ッ
シ
ュ
（
「
―
―
」
）
や
三
点
リ
ー
ダ
ー
（
「
…
…
」）
は
二
字
分
使
用
す
る
こ
と
。 

 
 

・ 

読
書
感
想
文
（
一
人
一
作
品
） 

① 

原
稿
用
紙
三
～
五
枚
程
度
と
す
る
こ
と
。 

② 

通
し
番
号
を
つ
け
、
折
ら
な
い
で
、
ホ
チ
キ
ス
で
右
上
を
と
じ
る
こ
と
。 

③ 

ジ
ャ
ン
ル
・
校
名
を
一
行
目
に
書
く
こ
と
。 

④ 

表
題
は
二
行
目
に
、
上
を
三
字
あ
け
て
書
く
こ
と
。 

⑤ 

学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
は
三
行
目
に
、
下
を
二
字
あ
け
て
書
く
こ
と
。 

⑥ 

本
文
は
五
行
目
か
ら
書
く
こ
と
。 

⑦ 

句
読
点
、
か
ぎ
か
っ
こ
な
ど
の
記
号
は
一
字
分
と
し
て
扱
う
こ
と
。 

ダ
ッ
シ
ュ
（
「
―
―
」
）
や
三
点
リ
ー
ダ
ー
（
「
…
…
」）
は
二
字
分
使
用
す
る
こ
と
。 

⑧ 

作
品
を
引
用
す
る
際
は
原
稿
用
紙
の
欄
外
に
引
用
箇
所
の
ペ
ー
ジ
数
を
書
き
添
え
る
こ
と
。 
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担 

当 

の 

先 

生 

方 

へ 

の 

お 

願 

い  

 
一 

 

原
稿
は
す
べ
て
Ｂ
４
判
に
統
一
し
、
折
ら
な
い
で
、
二
枚
以
上
に
な
る
場
合
は
右
上
を
ホ
チ
キ
ス
で
と
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

二 
 

原
稿
に
ジ
ャ
ン
ル
名
・
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
が
記
載
し
て
あ
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

（
各
ジ
ャ
ン
ル
の
注
意
事
項
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
） 

 

三 
 

別
添
「
エ
ン
ト
リ
ー
番
号
記
入
に
つ
い
て
」
を
参
考
に
し
て
、
原
稿
の
右
上
に
エ
ン
ト
リ
ー
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

四 
 

コ
ピ
ー
を
三
部
作
り
、
原
稿
と
あ
わ
せ
て
計
四
部
（
Ｂ
４
判
）
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
エ
ン
ト
リ
ー
番
号
順
に
並
べ
た
状
態
で 

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
コ
ピ
ー
の
濃
度
は
濃
い
め
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

五 
 

応
募
作
品
に
は
、
「
応
募
状
況
」
・
「
応
募
者
一
覧
表
」
を
添
え
、
一
括
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

六 
 

原
稿
に
誤
字
・
脱
字
な
ど
が
な
い
よ
う
に
清
書
時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

七 
 

著
作
権
の
侵
害
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
盗
作
等
に
つ
い
て
の
確
認
は
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

出
版
物
等
紙
ベ
ー
ス
で
発
表
さ
れ
た
作
品
だ
け
で
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
作
品
に
も
著
作
権
は
発
生
し
ま
す
。 

 

八 
 

小
説
の
パ
ソ
コ
ン
使
用
時
の
書
式
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

◎
Ｂ
４
判
用
紙
横
向
き
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
縦
書
き
原
稿
用
紙
書
式
（
縦
二
〇×

横
二
〇
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
フ
ォ
ン
ト
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
が
ポ
イ
ン
ト
数
は
十
二
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
原
稿
用
紙
を
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
出
力
し
て
か
ら
Ｂ
４
判
に
拡
大
コ
ピ
ー
す
る
場
合
は
、
文
字
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て 

く
だ
さ
い
。 
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九

入
賞
作
品
を
作
品
集
に
掲
載
す
る
際
、
俳
句
・
短
歌
・
詩
に
関
し
て
は
原
則
と
し
て
原
稿
の
ま
ま
掲
載
し
ま
す
。
小
説
・
読
書
感
想
文
に
関
し

て
は
加
筆
・
訂
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

十

「
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
集
」
は
次
の
よ
う
な
表
記
上
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
編
集
し
て
い
ま
す
。
原
稿
清
書
時
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①

「

」
内
の
、
最
後
の
句
点
（

。
）
は
表
記
し
な
い
。

○

誤
「
ご
め
ん
な
、
透
。
ご
め
ん
な
。
」

○

正
「
ご
め
ん
な
、
透
。
ご
め
ん
な
」

②

「
？
」
、
「
！
」
の
後
は
一
文
字
分
あ
け
る
。

○

誤
「
え
っ
？
お
ど
ろ
い
た
！
」

○

正
「
え
っ
？

お
ど
ろ
い
た
！
」

③

会
話
文
の
後
の
、
「
～
と
言
っ
た
」
と
表
記
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
一
段
下
げ
な
い
で
書
き
始
め
る
。

○

誤
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
」

と
私
は
や
さ
し
く
言
っ
た
。

○

正
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
」

と
私
は
や
さ
し
く
言
っ
た
。

④

小
説
・
読
書
感
想
文
に
関
し
て
、
次
の
場
合
は
表
記
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○

接
頭
・
接
尾
語

（
〔
例
〕
人
達→

人
た
ち

子
供→
子
ど
も
）

○

助
動
詞

（
〔
例
〕
読
ん
だ
様
だ→

読
ん
だ
よ
う
だ

読
ま
無
い→

読
ま
な
い
）

○

形
式
名
詞

（
〔
例
〕
読
む
事→

読
む
こ
と

言
っ
た
通
り→

言
っ
た
と
お
り
）
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○

補
助
動
詞
・
補
助
形
容
詞

（
〔
例
〕
読
ん
で
見
る→

読
ん
で
み
る

夢
で
は
無
い→

夢
で
は
な
い
）

十
一

読
書
感
想
文
の
中
で
引
用
す
る
本
文
に
も
著
作
権
が
あ
り
ま
す
。
大
幅
な
改
変
は
著
作
権
の
侵
害
に
な
り
ま
す
。
転
記
ミ
ス
も
改
変
と
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
引
用
箇
所
は
正
確
に
本
文
を
写
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
作
品
集
に
掲
載
す
る
際
に
確
認
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
正
し
く
引
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
生
徒
へ
の
注
意
を
喚
起
し
て
く
だ
さ
い
。

以

上


